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駐車場での事故を防ぎましょう

車の運転の中でも「駐車は苦手」という方は多いのではないでしょうか？駐車場では

視界の悪いバック走行をしなければなりませんし、他車などが作り出す死角も多く存

在するため、事故の危険も少なくありません。最近では駐車をサポートする運転支援

装置も多くの車に搭載されていますが、これに頼りすぎるのも事故の元となります。

◇駐車場に子供がいたら要注意
６歳以下の子どもでは保護者等の不注意による事故が目立っており、事故にあった70％の子どもが保護者と

手を繋いでいませんでした。

調査では手を繋いでいなかった理由として「突然手を振りきった」という回答も目立ちますが、子どもは予期

せぬ動きをするので、手を繋いでいても決してその動きから目を離してはいけません。

また、子どもは駐車車両の陰から飛び出して事故にあうことも多いので、駐車場を走行する際には子どもとの

接触に十分注意するようにしてください。

◇バックモニターにも死角がある
バックモニターには左右上下に死角があり、自車の後方を全て映し出すわけではあり

ません。とくに左右から歩行者が接近してきた場合には発見が遅れてしまいます。また

モニターに映し出される映像も、遠近感などが実際の目視とはかなり異なっており、距

離感が掴みにくいので、誤って障害物等に衝突するおそれがあります。

あくまでバックモニターは駐車の際の補助装置と考えて、目視やミラーを中心に安全

確認を行ない、バックモニターだけに頼る駐車は避けるようにしてください。

運転者として

知っておきたい知識

自動車メーカーでは駐車場での事故を防止したり、より快適に駐車ができ

るといった支援装置を開発しています。しかしながら、これらの装置が装備

されていても安心は禁物です。誤発進抑制機能はアクセルをブレーキと

誤って踏んでしまった際に加速を抑制する安全装置ですが、障害物の形

状によっては作動しないことがあります（右表１参照）。

駐車支援システムについては、自動でハンドルを操作して駐車を支援して

くれる装置ですが、これも使用できない場所（右表２参照）が定められてい

るので注意が必要です。

◇駐車スペースの前に停止して安全確認
駐車場で駐車スペースを見つけたら、一旦停止をして目視で「障害物はないか、車

止めはあるか」といったことを確認するようにしてください。一旦停止をすることで、駐車

しようとしている駐車スペースの状況を確実に確認する癖がつきます。

とくに車止めの有無の確認を忘れてしまうと、壁に衝突したり、後方に駐車している車

両にぶつかったりしてしまいますので、まずは駐車スペースの状況をしっかりと確認す

ることを意識するようにしてください。

誤発進抑制機能や駐車支援システムも万全ではない


